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 Why Does the Meeting for Reflecting on Today’s Events Change to a 
“Kangaroo Court”? : 
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ので、通常 10 分程度の時間が割り振られていることが多い。 










ー書を発刊し、話題を呼んだことがあった。しかし、彼の体験は今から 40 年以上も前の 1970
年代のことである。1960 年代に隆盛を誇った全生研の「学級集団づくり」は、1970 年代後半
からのいじめ、校内暴力、不登校等の深刻な教育問題の発生を前に、1980 年代に入ると急速に
影響力を失っていった。現在の大学生はその大半が 1990 年代前半に生まれ、2002 年の学習指
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 ところが、「自由研究」は、わずか 4 年後、51 年学習指導要領で廃止された。文部省はその
理由について、個人の興味と能力に応じた自由な学習は、指導法の改善等によって各教科の学
習の時間内にその目的を果すことが可能になるとともに、児童の集会やクラブ活動等の教育的
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学校行事、(3)学級指導の 3 つに再整理された。 
 1989 年学習指導要領では、学級活動の時間として週 1 時間、クラブ活動の時間として 4 年





























として理解されていた。第 1 回の全国教研が日光市で開催されたのは 1951 年のことであり、
朝鮮戦争、サンフランシスコ単独講和条約締結、レッドパージという時代背景下であった。第










して、第 8 次教研に参加した講師団（注 3）によって「全国生活指導研究協議会」（＝全生研）
が結成された（注 4）。 
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定では若干の余裕があったからである。また、小学校が学級担任制であり、授業変更がしやす
かったことや 58 年学習要領で制度化された特設道徳の時間を使って、特別活動的な取り組み
を行う例もあったのではないかと思われる。 
 
3．日教組の全国教研集会、主催者である日教組本部や開催県を中心とした現地実行委員会、
正会員と呼ばれる報告者とともに、助言者という立場で教研に参加している研究者のことであ
り、ここでは生活指導分科会を構成する助言者のことである。なお、現在では共同研究者とい
う呼称が使用されている。 
 
4．当初は日教組教研生活指導分科会に集う研究者の団体であり、名称も「全国生活指導研究
者協議会」であったが、その後、現場の実践家も参加するようになり、名称変更が行われた。 
 
